
第１５回奈良県「差別と人権」研究集会開催要綱   

 

【研究集会の目的】 

 

 ２０２２年４月、ロシアによるウクライナ軍事侵攻から既に２年有余が経ちながらも未だ「和平の糸口」さえ見いだせない

状況が続いています。 

 昨年１０月にはパレスチナ・ハマスによるイスラエル「越境攻撃」を「理由」としたガザ地区への圧倒的な物量による軍事

攻撃は、戦闘員と市民の区別さえない無差別攻撃の状態にあり、犠牲者約３５，０００人のうち女性と子どもの犠牲者が７

０％を超えると指摘されています。この「ジェノサイド」とも言うべき事態は、明確にジュネーブ条約や国際人道法に違反す

る行為です。にも拘らず、国連と国際社会はそれを止めることができず忸怩たる思いを禁じ得ません。 

 国内においても安保３文書の閣議決定による改定がされ、この中で『敵基地攻撃能力』の保有が明示されました。これによ

り戦後日本の国是とも云うべき「専守防衛」政策は大きく転換しようとしています。そして、その前線ともいうべき沖縄=琉球

弧は急速にミサイル基地の島へ変貌しつつあります。 

共生社会に逆行する LGBTQ の人々や在日コリアン、被差別部落に対する直接、間接的なヘイトクライム(憎悪犯罪)が横行し、

社会の隅々に差別が浸潤しています。政情不安や他国との緊張関係の増幅に比例するかのごとくです。改めて、国や人種、民

族、宗教、性差というカテゴリー(分類)で人を評価し、排斥や暴力を決して認めない社会を目指すための個としての不断の努

力が求められています。 

 こうした中、第１５回奈良県「差別と人権」研究集会記念講演には、憲法学者の清末愛沙さんを予定しています。清末さん

は、長年に亘りパレスチナ問題に深くかかわり「あらゆる人間は、恐怖と欠乏を免れて尊厳ある生を追求する『平和的生存権』

がある」と指摘しています。「パレスチナ・ガザで一体何が起きているのかーそれとどう向き合うのかー」を演題としてお話を

いただきます。 

 午後のパネルディスカッションでは、「部落・部落問題の可視化」をテーマとして「部落問題をどのように語り、どう伝えて

いけば良いのか」の議論を深め合いたいと企画しています。コーディネートには、石元清英さん（関西大学名誉教授）にお願

いし、パネラー には、映画「私のはなし、部落のはなし」の監督である満若勇咲さん、「現代の部落問題」「差別とアイデンテ

ィティ」などの著者である関西大学教授の内田龍史さん、そして義務教育現場において幅広く人権教育の推進に取り組んでい

る松田暢裕さんの三名を予定しています。 

 多くの方々の来場を期待し、闊達な議論を期待しています。 

 

１．主催並びに運営 

主     催   特定非営利活動法人なら人権情報センター 

              連絡先： 奈良県磯城郡田原本町鍵３０１－１  

ＴＥＬ ： ０７４４－３３－８５８５   ＦＡＸ：０７４４－３２－８８３３ 

     運 営・協 賛  奈良県「差別と人権」研究集会実行委員会（呼びかけに賛同し協賛する市町村並びに各種団体で構成）  

              実行委員長  古 川 友 則 （特定非営利活動法人なら人権情報センター理事長） 

 

２． 期     日   ２０２４年  ９月７日（土）受付：午前９時 開会：午前９時３０分 閉会：午後４時３０分  

                             

３． 場     所   田原本町 弥生の里ホール他（田原本青垣生涯学習センター内） 

              住 所： 磯城郡田原本町阪手２３３－１ 

                      電 話： 弥生の里ホール ０７４４－３４－７０００ 

 

４.  日      程      ９月 ７日（土）  

9時00分  受  付               13時00分  パネルディスカッション 

9時30分  開会行事         16時20分  集会まとめ 

10時15分  記念講演         16時30分  終了予定 

12時00分  昼食   

 

５． 参   加   費   ３，５００円（弁当付き） ３，０００円（弁当なし） 

  

 ６． 集 会 テ－マ   「部落・部落問題の可視化について」 

   

７． 記 念  講 演   演 題 ： 「パレスチナ・ガザで一体何が起きているのかーそれとどう向き合うのかー」 

 

          講 師 ： 清末愛砂（きよすえあいさ）さん 室蘭工業大学院教授 



８. パネルディスカッション 

 

コーディネーター パ    ネ    ラ    ― 会場 

石元 清英さん 

（関西大学名誉教授） 

テーマ 「部落・部落問題の可視化について」 
 

① 満若 勇咲さん （映画監督） 

 

② 内田 龍史さん （関西大学教授） 

 

③  松田 暢裕さん （御所市葛小中学校教員） 

弥生の里

ホール 

 

９．参加について 

     

参加券を購入される方は、事前に申し込んでいただくか、当日券を販売します． 

 

なお、当日弁当は販売しておりません。弁当をご希望の方は事前に予約をお願いします。弁当代は６００円です。 

参加券３，５００円の方には弁当代が含まれています。      

  

特定非営利活動法人なら人権情報センター  電話 0744-33-8585 FAX 0744-32-8833 

 

１０．その他注意事項  

 

※ 青垣生涯学習センターの駐車場は台数に限りがありますので、車で参加される場合は、出来る限り乗り合わせてご参加

ください。会場周辺の道路上への駐車は、混乱の原因になりますので厳禁です。臨時駐車場として、生涯学習センター

東側駐車場・社会福祉協議会駐車場をご利用ください。当日、駐車場係が誘導いたしますので、その指示に従っていた

だけますように、ご理解とご協力をお願い致します。 

※ 近鉄田原本駅・西田原本駅をご利用の方は、８:３０～９:３０の間、田原本駅西側ロータリーから会場まで送迎します。 

帰りも、会場から田原本駅西側ロータリーまで送ります。 

※ 託児所は設置いたしませんのでご了承お願い致します。 

※ 要約筆記・手話通訳があります。 

※ 奈良県北西部に警報発令の可能性が高いと予想される場合など、集会を中止せざるを得ない場合は、前日の午前中に特 

定非営利活動法人なら人権情報センターホームページに掲載し、関係各位に連絡します。

(URL :http://www.nponara.or.jp/ )  

 

１1． 会場案内 

 

⚫ 弥生の里ホール（青垣生涯学習センター内） 

 

⚫ 駐車場： 

 

 

 

 

 

① 青垣生涯学習センター（北側）駐車場 

② 青垣生涯学習センター東側駐車場（南東） 

③ 田原本町社会福祉協議会駐車場 

役場 


